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【平成２８年市議会６月会議提案理由説明】        平成２８年６月６日 

 

 本日、ここに平成２８年市議会６月会議が開会をされるにあたり、最近の市政の

状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。 

 

はじめに、４月に発生した「熊本地震」は、震度７の激震が２度発生するとい

う観測史上初の事態となり、熊本、大分の両県にわたり甚大な被害をもたらしま

した。この地震により、多くの尊い命が失われたことに対し、深く哀悼の意を表

するとともに、被災された方々や避難生活を送られている方々に心よりお見舞い

を申し上げる次第であります。被災地では、今なお余震が続いておりますが、一

刻も早い終息と、できる限り早い復興、復旧を願うものであります。地震対策は、

怠りない備えが何より重要であります。改めて、危機意識を高め、万一の場合に

備えた危機管理体制の一層の充実、強化が必要であると、強く認識をしたところ

であります。 

 

次に、４月１７日と５月３日から４日にかけて、日本海の低気圧が急速に発達

した影響により、全国的に台風並みの暴風に見舞われました。本市においても、

お一人が転倒し、重傷を負ったほか、農業施設や農産物、公共施設等に被害が発

生したところであります。小規模なものにつきましては、速やかに対応をいたし

ました。なお、市営白峰墓地公苑においては、倒木により、墓石１０基が損壊を

したため、今議会において、関係予算を計上いたしており、お盆までの復旧を目

指し、対応をしてまいりたいと考えております。 

 

次に、最近の我が国の経済情勢と本市の企業活動についてであります。 

先月、内閣府が発表いたしました１月から３月期の国内総生産、ＧＤＰの速報

値が前期比で０．４％増加し、２期ぶりのプラス成長となりました。しかしなが

ら、円高の進行や海外経済の減速を背景に企業の慎重姿勢が強まっており、設備

投資の落ち込みが目立つなど、景気は足踏み状態との見方が強まっております。 
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そうした中ではありますが、北陸の景気については、回復基調にあると言われて

おります。本市の立地企業におきましても、この３月期決算において、高松機械工

業株式会社が売上高で、過去最高を記録するなど、総じて良好な水準となっており

ます。また、先月には、株式会社ジャパンディスプレイの新工場が稼働し、本格量

産に向けた試作を開始したところであり、今後の地域経済の好循環を大いに期待を

しているところであります。 

 

次に、一昨日の４日に、「白山白川郷ホワイトロード」が全線開通をいたしま

した。例年より積雪が少なく、平成１０年に次いで、過去２番目の早さの開通と

なり、１１月１０日まで通行ができる予定であります。昨年は、通行料金の引き

下げと、新幹線開業効果により、通行台数が大幅に増加したところであり、今シ

ーズンも多くの方に白山の雄大な自然を堪能していただけるよう、白山の魅力発

信に努めてまいります。 

 

次に、先月９日、本市出身の作家、夜釣十六さんが「太宰治賞」を受賞されまし

た。この賞は、小説の新人賞とも呼ばれ、今回、本市出身者として、初の受賞とな

りました。芥川賞の本谷有希子さんに続き、本市から、またひとり若手の有望作家

が輩出をされ、大変、喜ばしく思う次第であります。夜釣さんの今後のさらなるご

活躍を祈念するところであります。 

 

次に、手取川の濁水対策についてであります。 

雪解け後、新たな崩落が心配をされましたが、４月１９日に林野庁が実施をし

たヘリコプターによる崩落現場の調査では、一部に昨年散布した凝固剤の流出が

あるものの、新たな崩落は確認されませんでした。応急対策工事に一定の成果が

見られ、石川森林管理署においては、引き続き、土留工と凝固剤の散布を行うこ

とといたしております。なお、今年度の対策工事については、来月中旬以降、地

盤を安定化するための緑化工事などに着手するとのことであり、本市におきまし

ては、引き続き、状況の把握に努めるとともに、濁水が市民生活に及ぼす影響を
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注視してまいります。併せて、本格的な対策について、強く要望を行うこととい

たしております。 

 

次に、選挙権年齢が１８歳以上に拡大され、初の選挙となります参議院議員通常

選挙が来月１０日に執行されます。新たな有権者となる高校生や大学生などへの選

挙啓発につきましては、昨年より、高等学校において、新たな選挙制度の教材を活

用し、啓発授業を行っており、本市においても、中高校生を対象に模擬投票の出前

講座を実施するなど、意識の高揚に努めてきたところであります。さらに、今回の

参議院議員通常選挙においても、「明るい選挙推進協議会」による商業施設での街

頭啓発や金城大学及び市内三つの高等学校への啓発物品の配布など、若年層の投票

率の向上と明るく公正な選挙の推進を図ることとしており、多くの若者が投票所に

足を運び、一票を投じることを期待するものであります。 

 

それでは、最近の市政の状況についてご説明を申し上げます。 

はじめに、親善友好都市との交流についてであります。 

２年に１度開催される「お茶まつり」への招待を受け、去る４月２６日から２９

日にかけて、中国・溧陽市を訪問してまいりました。徐華勤市長との懇談や「お

茶まつり」の開幕式を通し、友好の絆を深め、さらなる交流の広がりを確認して

まいったところであります。また、去る５月８日から１０日にかけて、オースト

ラリア・ペンリス市からカリン・マキューン市長をはじめとする訪問団がお見え

になりました。昨年、ペンリス市の２００年祭でお会いした方々との旧交を温め

るとともに、松任グリーンパークにおいて、オーストラリア原産の樹木「ブラッ

シノキ」の記念植樹を行うなど、さらに友好を誓ったところであります。 

 

次に、昨年度より策定を進めております「第二次白山市総合計画」については、

４月２２日に白山市総合計画審議会より、将来都市像や基本理念、まちづくりの目

標などを示す「基本構想」について、答申をいただいたところであります。内容に

つきましては、平成２９年度から平成３８年度までの１０年間を計画期間とし、将
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来都市像、「健康で笑顔あふれる元気都市 白山」の実現を目指すものであり、今

議会におきまして、ご審議いただくことといたしております。なお、各種施策を体

系的にまとめる「基本計画」については、年末の策定に向け、全庁挙げて、鋭意、

取り組んでまいります。 

 

次に、「まちづくり会議」についてであります。 

去る５月３１日に千代女の里俳句館において、今年度、第１回の「まちづくり

会議」を開催いたしました。今回は、女性協議会や各種団体女性連絡協議会など

から代表の方々にご参加をいただき、子育て支援や防災対策など、女性の視点か

ら、市政への提言や女性の活躍に向けた意見などを拝聴させていただいたところ

であります。今年度のまちづくり会議については、各種団体を対象に月１、２回

程度の実施を予定しており、特に女性や若い人たちの参加の機会を増やしてまい

りたいと考えております。こうした各種団体の皆様からの貴重な提言や意見は、

昨年度までと同様、今後の施策に出来る限り生かしながら、引き続き「対話と参

加」の市政運営に努めてまいる所存でありますので、ご理解を賜りますとともに

多くの方々のご参加を願うものであります。 

 

次に、今年度新たに取り組む「市民提案型まちづくり支援事業」についてであり

ます。 

先月まで、募集を行ったところ、２２件の応募がございました。内容といたし

ましては、子どもの健やかな成長を願う事業やふるさと教育による地域活性化推

進事業などの提案をいただいており、採択結果については、審査会による審査を

経て、６月中旬に各団体へ通知する予定であります。今回は、制度創設後、間も

ない時期の募集であったため、応募を見送られた団体も見受けられたことから、

より一層、制度の周知を図り、さらなるニーズの掘り起しを行うため、８月に２

次募集を行うことといたしております。 

 

次に、白山ユネスコエコパークについてであります。 
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 今年３月の拡張登録承認を受け、先月１０日に、本市において、記念シンポジ

ウムを開催いたしました。ユネスコ本部のエコパーク担当チーフのノエリンさん

の基調講演のほか、構成団体による取組み事例が報告をされ、各自治体のユネス

コエコパークに対する熱意と意気込みを強く感じたところであります。今後は、

環白山地域がさらに連携を深め、ユネスコが推奨する管理運営計画の作成に向

け、検討を進めることとしており、本市の白山手取川ジオパークとの相乗効果も

図りながら、持続可能な地域づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 

次に、道の駅「（仮称）白山」の駅長候補者についてであります。 

公募を行ったところ、全国各地から３７名の方に応募をいただきました。選考

の結果、七尾市出身の和田善亮さんを駅長候補者に決定し、今月１日から道の駅

開設準備室で勤務をいただいております。和田さんには、民間企業で培った豊富

な知識と経験を活かし、「道の駅」の管理運営組織の設立や地域振興策の企画立

案などを担っていただくことといたしております。なお、ハード整備につきまし

ては、現在、国と「道の駅」用地の取得に向けた協議を行っております。協議が整

い次第、用地取得を進めることとしており、その後順次、造成、建築工事に取り掛

かっていきたいと思っております。 

 

次に、「白山開山１３００年記念事業」についてであります。 

白山は、来年、開山１３００年の節目を迎えることから、本市においては、今

年度より、記念事業のテーマであります「次代へつなぐ１３００年」を広く浸透

させるため、積極的なＰＲ活動を展開しているところであります。その一環とし

て、「白山」を模ったロゴマークを作成いたしました。「いいとこ白山」をキャ

ッチフレーズに、本市の素晴らしい歴史や文化を発信し、ロゴマークの活用効果

を高めていきたいと考えております。また、７月から９月の期間には、職員がロ

ゴマークをプリントしたＰＲポロシャツを着用して業務を行い、事業の周知を図

ることとしております。そのほか、記念のピンバッジやＴシャツの販売、さらに

は、公用車はもとより、市内の企業向けに、自動車用マグネットシートを配布す
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るなど、機運の醸成に努めてまいります。さらに、８月の「山の日」にあわせ、

事業の成功を祈願する「白山登山」を実施いたします。私も参加し、「白山の

１３００年の歴史」と「新たな１００年」に思いを馳せ、本市のさらなる発展を

祈念してまいりたいと思っております。なお、来年度実施する「灯りでつなぐ

１３００年事業」のプレイベントとして、この夏、本庁舎の横の市民交流センタ

ーなどにおいて、太陽光発電を利用したＬＥＤライトによる「灯り」の演出を行

う予定であります。さらなるイベントの盛り上がりを期待するところであり、多

くの市民の皆様が記念事業に参加いただけるよう、事業の展開を図ってまいりた

いと考えております。 

 

次に、「白山総合車両所」についてであります。 

ＪＲ西日本に対し、要望しておりました「白山総合車両所」の施設見学が、４

月２６日から開始され、年間を通して、整備工程を見ることができるようになり

ました。見学は、火曜日、金曜日の週２回、１日２組を限定に実施をされ、当面

は、白山市内の団体のみを対象に試験的に行われております。夏頃からは、市外

の団体の受付けも開始するとのことであり、これを機に、全国からさらに多くの

鉄道ファンが白山市へ足を運んでくれるものと期待をするところであります。本

市は、新幹線と在来線、さらには、北陸鉄道の車両工場が立地する全国唯一の鉄

道都市であります。今後も引き続き、「鉄道のまちづくり」を推進してまいる所

存であります。 

 

次に、北陸新幹線「（仮称）白山駅」についてであります。 

去る４月２３日に開催いたしました「白山駅建設期成同盟会」の総会には、県

知事をはじめ、県選出国会議員、県議会議長、地元選出の県議会議員、さらに今

回、加賀観光推進議員連盟及び加賀地域連携推進会議の代表の方にも来賓とし

て、ご出席をいただき、総勢３００名の皆様にお集まりいただきました。情勢報

告では、年内を目標に検討が進められております敦賀・大阪間のルート決定に合

わせ、「白山駅」を決定しなければならないとの発言があったところであります。
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私も総会終了後、今日まで、国会議員をはじめ、関係する方々に広くお願いをい

たしているところであります。なお、期成同盟会は、７月下旬に中央要望を行う

準備を進めており、議員各位におかれましても、引き続きのご支援をお願いする

ものであります。 

 

次に、在来線の利便性の向上についてであります。 

松任駅では、新たな企業の進出や新幹線開業効果などにより、また、松任駅南

立体駐車場の１日利用券配布などの効果もあり、昨年度の一日平均乗降者数が対

前年比１４％増の約７，０００人と大幅に増加をいたしております。その一方で、

駅構内の「みどりの窓口」や券売機周辺では、きっぷや定期券購入の際に混雑が

見られ、ご不便をおかけしている状況であります。このため、先月２６日にＪＲ

西日本金沢支社へ改善の要望に伺ったところ、お盆前までに、必要な対策を講じ

るとの回答をいただいております。また、北陸新幹線の建設工事に伴い、移転と

なります加賀笠間駅東口の駅舎につきましては、バリアフリーに配慮したトイレ

を併設することとし、今議会に設計費用を予算計上いたしております。今後とも、

鉄道利用者の利便性の向上に鋭意努めてまいります。 

 

次に、障害者差別解消法の推進についてであります。 

４月に障害者差別解消法が施行され、本市では、本庁舎１階の障害福祉課に新

たに相談窓口を設置し、「障害を理由とする差別」に関する様々な相談に対応い

たしております。さらに、地域における一層の理解を深めるため、「障害者差別

解消支援地域協議会」を設置し、差別解消のための支援を図ることとしておりま

す。また、今回、補正予算に計上しております「共生の地域づくり事業」につき

ましては、自治総合センターのコミュニティ助成金を活用し、障害のある当事者

が活動しやすい地域社会を構築するため、モデル地区による「共生の地域づくり

プロジェクト」の推進や地域づくりリーダーの養成など、共に生きる社会の実現

に向け、取組みを進めることといたしております。 
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次に、がん検診における胃カメラ検査の実施についてであります。 

今月から、「白山ののいち医師会」管内の２２の医療機関において、胃カメラ

による胃がん検診が受けられるようになりました。検査結果についても、医師会

に協力をいただき、定期的に回収した検査データを複数の医師が判定する態勢が

整い、受診者に対し速やかに通知がなされることとなりました。今後とも、様々

な取組みを通して、がんの早期発見、早期治療に繋げていきたいと考えておりま

す。 

 

次に、投票所の変更についてであります。 

今回の参議院議員通常選挙に際し、河内地域の「内尾道場」及び鳥越地域の「阿

手生活改善センター」の二つの投票所を廃止いたします。「内尾道場」は「かわち

保健センター」へ「阿手生活改善センター」は「鳥越公民館」へそれぞれ統合し、

代替措置として、投票所へ車での送迎を行います。そのほか、「出城公民館」「北

部農村健康センター」「旧美川公民館」「あいわ保育園」及び「吉野谷、鳥越の両

市民サービスセンター」の六つの投票所については、施設の老朽化や建替え、移転

に伴い、それぞれ他の施設もしくは移転先の施設に変更となります。詳細につきま

しては、広報やホームページ、チラシ等で周知するとともに、投票所の位置を記し

た入場整理券を発行いたしますので、関係する有権者の皆様におかれましては、投

票所へお越しの際に、ご確認いただきますようお願いを申し上げます。 

 

次に、平成２７年度の決算見込みについてであります。 

５月末をもって、出納閉鎖となり、現在、計数を整理中であります。一般会計

の歳入においては、国、県支出金及び市債の借入額等が確定をいたしました。ま

た、歳出においては、合併特例措置、縮減開始１年目の厳しい財政状況の中、経

費の節減と事務事業の効率的な執行に努めた結果、実質収支額が概ね１０億円を

超える見込みであります。引き続き、健全財政の維持に努めてまいる所存であり

ます。 
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 それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。 

 提出案件は、補正予算案１件、条例案３件、事件処分案３件、報告案件１４件の

計２１件であります。 

 

 はじめに、議案第７０号の平成２８年度補正予算案についてであります。 

 一般会計につきましては、補正予算額６億２，４００万円余となるものでありま

す。その主なものといたしましては、総務費では、集会所の新築等に係るコミュニ

ティ助成事業費などを計上するほか、民生費では、臨時福祉給付金などを計上し、

衛生費では、松任海浜温泉加圧給水ポンプ更新事業費を計上するものであります。

また、農林水産業費では、県営土地改良事業負担金などを計上するほか、土木費で

は、社会資本整備総合交付金や道整備交付金の採択に係る道路整備事業費などを計

上し、教育費では、いしかわ道徳教育推進事業費を計上するものであります。さら

に、災害復旧費では、暴風被害に係る公共施設の復旧事業費を計上いたしておりま

す。 

  

 次に、議案第７１号から第７３号までの条例案につきまして、その主なものをご

説明申し上げます。 

「公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例」につきましては、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙に関する公営単

価が見直されたことにより、関係規定を改正するものであり、「白山市自転車等駐

車場条例」につきましては、小舞子駅利用者の利便性の向上を図るため、自転車駐

車場を整備したことにより、関係規定を改正するものであります。 

 

 次に、議案第７４号から第７６号までの事件処分案につきまして、その主なもの

をご説明申し上げます。 

「町の名称の変更」につきましては、曽谷町土地区画整理事業の施行に伴い、曽

谷町、熱野町及び道法寺町の一部を「陽羽里一丁目」及び「陽羽里二丁目」として

新たな町を設置すること又はこれらの町の一部を名称変更することについて、また、
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「第二次白山市総合計画基本構想の策定」につきましては、平成２９年度から平成

３８年度までの新たな１０年間の総合計画の基本構想を策定するため、それぞれ議

会の議決を求めるものであります。 

 

 次に、報告第１号から第１４号までの報告案件について、その主なものをご説明

申し上げます。  

補正予算の専決処分の報告につきましては、平成２７年度の一般会計補正予算に

おきまして、国、県支出金や市債等の額の確定、各特別会計への繰出金の調整のほ

か、事業の完了に伴う決算見込みをもとに１５億円余の減額補正を行ったものであ

り、その結果、平成２７年度一般会計予算の総額は５１７億２，０００万円余となったと

ころであります。 

  

次に、国民健康保険、介護保険、簡易水道事業特別会計など、それぞれの特別会

計につきましては、事業費の確定に伴う減額補正、基金積立金の増額及び財源更正

等を行ったものであります。 

 

次に、平成２７年度の一般会計及び下水道事業会計における繰越明許費繰越計算

書等につきましては、それぞれの事業について繰越額並びに財源内訳を議会に報告

するものであります。 

  

また、白山市土地開発公社の平成２７年度経営状況につきましては、地方自治法

の定めにより、議会に報告をするものであります。 

 

 以上をもちまして、６月会議に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何

卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。 


